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兵庫県立図書館だより

R6年１月４日県立図書館の

システムが更新されます！

令和５年12月14日（木）～ 令和６年 1月 3日（水）

☆オンラインでの利用登録サービス開始
◯兵庫県立図書館に来館しなくてもWeｂ上で利用カードの登録申込みができるように

なります。（令和6年１月５日申込開始）

☆デジタル利用カードのサービス開始
◯パスワードをお持ちの方はスマートフォン等で利用カードを表示し、利用できるよう
になります。

☆デジタルアーカイブがより便利に
◯従来のフェニックス・デジタル・ライブラリー、ふるさとひょうごデジタル・ライブラ
リーをそれぞれ検索できるようになります。

新しく追加されるサービス

休館期間

兵庫県立図書館のシステム更新にともない下記のとおり休館します。

休館期間中は貸出、レファレンス、電子書籍などすべてのサービ
スを停止させていただきます。ご迷惑をおかけしますが、皆様のご
理解、ご協力をお願いいたします。
新年は４日（木）から通常どおり開館します。

詳細は下記のアドレス、または右記のQRコードよりご確認ください。
library.pref.hyogo.lg.jp/osirase/rinjikyukan.html



「スペースライブラリー ～星（ほん）であなたの
宇宙（せかい）を広げてみませんか～」

大人も子どもも忙しく、夜空をゆっくりと見上げる
時間がなかなかありません。しかし、空には様々な星
が輝いています。そこで、星や宇宙に関心を持っても
らえるよう「星」に関する幅広いジャンルについての
本をそろえました。
子どもから大人まで楽しめる内容で、多くの利用
者様よりご好評いただきました。

※展示は1０月20日をもって終了しました。

兵庫県では県立高等学校生徒が、自己の将来の在り方生き方について考え、目標を持って主
体的に進路選択ができるようにするため、「県庁インターンシップ」を実施しています。
今年度のインターンシップ生、４名による図書展示をご紹介します。
企画から選書、レイアウトまですべて自分たちで行い、飾りつけも作成しました。

活動報告
8/22～8/25 インターンシップ
10/5 ,20     連続講座「ひょうご五国の城

に迫る！～丹波編～」

インターンシップ

連続講座「ひょうご五国の城に迫る！～丹波編～」

「丹波の中世城館と領主」

「篠山城に迫る！」

10月５日に京都府にある大山崎町歴史資料館
館長の福島克彦氏に「丹波の中世城館と領主」と
いうテーマで講義をしていただきました。先生が実
際に現地へ行って作成された図面を見ながら、丹
波にあった城の防衛システムの工夫を中心に話を
していただきました。
先生の「城を愛する気持ち」があふれる話が盛り
だくさんで、受講者を飽きさせない楽しい９０分でし
た。

10月20日に丹波篠山市教育委員会 社会教育
部中央図書館 市史編さん室 室長の植木友氏に
「篠山城に迫る！」というテーマで講義をしていただ
きました。篠山城が築城される経緯から、築城時の
苦労や早く築城するために施された工夫などを細
かく、丁寧にお話ししていただきました。
受講生が引き込まれる内容で、90分があっとい
う間に過ぎてしまったと受講生からの感想もいただ
く講座でした。



大閲覧室 ～R５ １２/１３

食と健康
～加工食品の表示について～
●13:30～15:00（予定）
●１階 第２研修室

●対象：どなたでも

●オンライン参加可能

大閲覧室 ～R５ １２/1３

大閲覧室 ～R６ １/１７

講座・イベントおよび展示の詳細
や参加の申込み方法については
当館ホームページなどで公開しま
す。お楽しみに！

２月中旬ごろ～

11月２５日（土）

兵庫県立図書館HP Facebook

X（旧Twitter）

大閲覧室 ～R５ １２/1３

大閲覧室 ～R６ ３/２０

子ども向け講座しょくぶつ探検

●13:30～15:30

●第２研修室および明石公園

●明石公園内で松ぼっくりや綺麗
な葉っぱなど、自分だけの宝物を
採集し、兵庫県立人と自然の博物
館研究員と一緒に植物観察および
調べ学習等を行います。

●対象：小学生とその家族

（未就学児の参加も可能）

１月４日（木）～

「甲辰(きのえたつ)について」
冊子配布
●新年初開館９：30～
●２階 大閲覧室
●干支や龍（辰）にまつわる冊子
を先着で100部（無料）配布しま
す。
●対象：どなたでも（先着100名）

2025年4月13日から「大阪・関西
万博」が開催されます。
当館では、カウントダウンの始まった
大阪・関西万博に関心をもっていただ
くため、所蔵資料等を展示しています。

当館が所蔵する絵葉書の本、また
県内の地域を取り上げた絵葉書を展
示し、個人所蔵の当時をしのばせる絵
葉書と国内の美術館、博物館等で入
手した日本人、外国人、アニメ等の絵
葉書を紹介します。

2023年のノーベル賞が発表されま
した。 この展示では、生理学・医学賞、
物理学賞、化学賞、文学賞、平和賞、
経済学賞の、それぞれの受賞内容に
関連がある図書を集めています。 ぜ
ひ、ご覧ください。

兵庫県立考古博物館 秋季特別展
「駅家発掘！－播磨から見えた古代日
本の交通史－」と連携し、「駅家」を中
心に、古代の道（交通）に関する資料
をご紹介します。

姫路城は、１９９３年１２月に奈良の
法隆寺地域の仏教建造物とともに日
本で初の世界文化遺産となりました。
２０２３年１２月１１日、姫路城は世界文
化遺産登録３０周年を迎えます。そこ
で、姫路城の歴史など、関連した資料
を展示します。

Instagram



職員おススメ本②

『「普通」ってなんなのかな 自閉症の僕
が案内するこの世界の歩き方』

当館請求記号：493.7/1279

著者：ジョリー・フレミング，

リリック・ウィニック 著

上杉 隼人 訳

出版者：文藝春秋

出版年：2023.1

本書の著者である、ジョリー・

フレミングは自閉症や複数の障が

いを持っていますが、大学院の修士

課程まで卒業します。

本書では、この世界で自閉症の頭脳を持つ著者がど

のように思考し、生活してきたのかが描かれています。

「普通」「人間らしい」とはなにか。今まで感じてい

た「普通」の定義がこの書を通して違う精神や考え方

を教えてくれます。ぜひ、お手にとってみてください。

職員おススメ本①

『兵庫県ことば読本』

当館請求記号：818.6/ｋ14

著者：兵庫県高等学校教育研究会

国語部会 編

出版者：東京書籍

出版年：2003.3

兵庫県立高等学校の国語の先生により、高校生が

自分一人で読んでも理解できるような本をめざして

作られました。それぞれの地域で語られる言葉は

それぞれの地域の生活様式や考え方、つまり文化の

つまったものであり、象徴です。そして大切なその言

葉を後世に残そうという思いで作られています。自分

では使わないけれど意味が理解できるようにわかりや

すく説明されており、どこか懐かしさを感じるような

一冊です。

【開館時間】 9：30～18：00
【休 館 日 】 毎週月曜日・毎月第3木曜日・12月14日～1月3日（今年度のみ）

特別整理期間（6月頃 1週間程度）
【アクセス 】○JR明石駅、山陽明石駅で下車、北へ800メートル（明石公園内）

○当館に専用駐車場はありません。お車でお越しの際は、公園内
または近隣にある有料駐車場をご利用ください。

【ホームページ】 https://www.library.pref.hyogo.lg.jp
兵庫県立図書館 TEL 078-918-3366 /FAX 078-913-9229

TEL 078-918-3377（調査相談）

職員おススメ本④

『播州と山陽道（街道の日本史 39）』

当館請求記号：682.1/K8

著者：三浦俊明，馬田綾子 編

出版者：吉川弘文館

出版年：2001.10

「駅家（うまや）」と聞いて、

旅人と乗物（馬）が憩う「道の駅」

を思い浮かべませんか。

播磨国には、都と大宰府を結ぶ

「山陽道」が通り、「駅」が整備されました。

古代の「駅家」は役所であり、使者（国家機密）が

行き交う情報ハイウェイの要衝だったのでしょう。

ふるさとひょうごの「山陽道」や「駅家」を深掘り

してみませんか。

職員おススメ本③

『君たちはどう生きるか』

当館請求記号：159.5./8

著者：吉野源三郎

出版者：マガジンハウス

出版年：2017.8

本書は昭和12年に発行された子供向けの哲学書で、

戦争を挟み、生活や、価値観が大きく変わっても読み

継がれ、今年話題のアニメ映画の元にもなっています。

余裕がなく、失敗が許容されない風潮の現代社会では、

大人は子供が失敗しないようにと誘導し、効率よく生

きることを良きとしてしまいがちです。しかし子供た

ちには、この本に出てくるコペルくんのように間違い

や、時には危険な事も含めて自ら判断して経験をし、

自分自身と対峙する時間が必要なのではないかと考え

させられました。

映画と本書のストーリーは全く別のものですが、関
連付けて読むことで、どちらもより楽しめるのではな
いかと思います。

https://www.library.pref.hyogo.lg.jp/

